東日本大震災津波からの復興に向けた取組状況（H25.1.18現在）
	課　　題
	現在の対応状況
	今後の対応方向

	１　防災及び減災の啓発
	※　今年度、生徒、住民及び自治体職員等約３千人を対象に防災セミナーを開催

	
	○　津波防災出前講座
　・　久慈地域の12の小中学校の生徒を対象に開催（5～11月）

　　　講師：振興局土木部職員　　実績：計1383人

○　防災･減災トップセミナー
　・　久慈地域の市町村長、幹部職員等を対象に開催（10/29～30）
　　　講師：放送大学岩手学習センター  齋藤徳美 所長　　実績：計61人

○　防災啓発市民セミナー
　・　久慈地域の住民を対象に開催（11/16）

　　　講師：(有)ウィルビー  志村尚一 代表取締役　　実績：約200人

○　明日の防災リーダーセミナー
　・　久慈地域の5つの高等学校の生徒を対象に開催（10～2月）

　　　講師：岩手大学 堺茂樹 教授　　実績：3校1087人、予定：1校176人（1/23久慈高）
　　　講師： 齋藤徳美 所長　　　　　　　　　　　　　　予定：1校136人（2/15大野高）
○　職員のための危機管理セミナー
　・　県北管内の市町村、消防署、警察署及び振興局の職員を対象に開催（1/17）

　　　講師：県総務部総合防災室 小山雄士 室長　　実績：約100人

	２　水産業の再建
（被災施設）
　　製氷貯氷施設　６
　　食品加工場等　５
	※　久慈の製氷貯氷施設が完成、来月は普代。大消費地での販路維持･拡大に取組む。

	
	○　製氷貯氷施設

　・　操業再開：6施設中3施設（久慈、普代、野田）
　・　施設の完成：久慈市（H24.12月）
○　食品加工場等

　・　操業再開：5施設中3施設（久慈3施設）
○　販路の維持･拡大
　・　ＪＡシンセラ（6月、10月）
　・　イオン（7月）
　・　イトーヨーカドー（7月）

　・　いわて生協（5月、9月、10月）

・　県内水産･産業祭り（7月、9月、10月、12月）
	○　製氷貯氷施設
　・　普代村漁協（H25.2月）
・　洋野町　　
○　食品加工場等
・　普代村漁協
・　久慈市漁協
○　販路の維持･拡大
・　漁協,市町村等と連携した大消費地での販売促進活動
　　関西圏　 2月
　　首都圏　 2月

	３　商工業・観光
	※　集客力の高い催事への出展による久慈地域の観光ＰＲと地元企業の販路拡大

	
	○　ふるさと祭り東京2013（1/12～1/20）
　・　主　催：ふるさと祭り東京実行委員会（フジＴＶ、文化放送、東京ドーム）
　・　場　所：東京ドーム（全国のご当地の祭りとグルメが集結）

　・　出展等：久慈地域は八戸地域と連携し、開催中の「北のコナモン博覧会」、観光地としての「八戸･北いわて」をＰＲ。まめぶ汁、山ぶどうチーズケーキ等も出品。
○　スーパーマーケットトレードショー2013（2/13～2/15）
　・　主　催：（社）新日本スーパーマーケット協会
　・　場　所：東京ビッグサイト（食品流通、小売業者の情報収集と商談の促進）

　・　出展等：久慈市冷凍水産加工業協同組合を始めとする６者が参加予定
○　北東北３県域アパレル企業ビジネスマッチングフォーラム（2/19）
　・　主　催：県北広域振興局、（財）いわて産業振興センター（青森県、秋田県等が共催）
　・　場　所：二戸パークホテル（アパレル関連取引の促進）
　・　出展等：北東北３県のアパレル製造企業及び首都圏等のアパレル発注企業


	４　最近の主な動き
	生活支援関係
①　 1月21日（月）～　「かるしお（減塩）栄養教室」等の開催（野田村他）
　・　久慈保健所が国立循環器病研究センター監修による「かるしお（減塩）レシピ」を作成し、野田村の仮設住宅等で栄養教室を開催。また、管理栄養士による講話と軽体操を併せて実施。
・　全8回開催予定で、第１回目は1月21日の11時45分～13時に野田村総合センターで開催。
商工･雇用関係
②　1月15日（火）　コーキ㈱のコールセンター立地協定書調印式（久慈市）
　・　野田村出身の岡本貴史氏が代表取締役を務めるコーキ㈱（本社：東京）は、久慈地域の雇用の受け皿を創出するため、久慈市にコールセンター業務等を行う事務所を開設。今月24日から従業員5人体制で操業を開始し、3年後には40人まで増やす計画。
基盤整備関係
③　12月21日（金）、22日（土）　三陸沿岸道路の用地調査結果の確認会（洋野町）

　・　国土交通省三陸国道事務所が三陸沿岸道路（八戸～仙台）のうち、用地調査が完了した洋野町角浜地区の2.9kmについて、地権者を対象に調査結果の確認会を開催。
　・　今後、用地補償の協議を行い、４月以降に一部着工の予定。
④　1月中旬　前浜地区の防潮堤復旧工事に係る追加工事を契約（野田村）

・　昨年9月から野田村の前浜地区防潮堤復旧工事（仮設工及び地盤改良工事）を実施（復旧延長1,340ｍのうち170ｍ分）。追加工事の契約は、100ｍ分。
⑤　1月29日（火）　米田地区海岸等の防潮堤復旧計画の説明会開催（野田村）
　・　野田村の米田地区海岸及び広内海岸の防潮堤嵩上げ計画について、振興局土木部主催による住民を対象とした説明会を開催。
　　　　時間：18時～19時30分　　場所：野田村生涯学習センター　　

エネルギー関係

⑥　12月下旬　久慈国家石油備蓄基地の地上施設の復旧工事がほぼ完了（久慈市）
　・　地上施設の主要部分がほぼ完成し、試験運転実施中。今年度中に貯蔵･維持管理機能が回復する見通し。

　・　今後は、大型タンカーを受け入れる係留設備等の海域施設の復旧、津波対策として非常用発電設備等の工事が予定されており、平成25年度末に完全復旧の見通し。

⑦　１月17日（木）　いわて沿岸北部海洋再生可能エネルギー研究会（洋野町）
　・　当研究会（座長：豊島県大総合政策学部長）は、行政機関、県大、地域の漁協及び商工会等で構成され、県沿岸北部海域の海洋再生可能エネルギーの調査、研究、利活用方策を検討。
　・　第3回目となる今回は、洋上ウインドファーム事業化可能性調査の報告等について研究。
⑧　1月29日（火）　角浜のメガソーラー建設工事に係る起工式（洋野町）
　・　洋野町の角浜共有地及び旧平内工業団地用地27haの敷地で東北最大級の出力1万キロワットを発電する計画。H26年3月の施設完成、同年4月の事業開始を目指す。
イベント関係
⑨　1月1日（火）　三陸鉄道の「初日の出号」の運行（久慈～普代）

　・　2012年は、久慈～陸中野田の運行であったが、2013年は震災前と同じく、野田玉川駅のホ

ームで初日の出を拝み、普代村の鵜鳥神社に初詣をするコースを運行。

⑩　1月10日（木）～　京王百貨店で陸中野田駅の駅弁の実演販売（野田村）
　・　京王百貨店（新宿店）で「第48回有名駅弁と全国うまいもの大会」（1/10～1/22）が開催

され、250を超える駅弁が集結。昨年１万食以上を売り上げ第６位になった「北三陸野田村鮭いくら弁当」（陸中野田駅）は、今大会、ホタテとワカメも加え1,200円で1/16まで販売。
⑪　1月25日（金）　義経北行伝説セミナーの開催（普代村）

　・　郷土をより深く理解し、将来に向けて復興に邁進するきっかけづくりのため、普代村商工

　　会主催による人気作家 平谷美樹（ひらやよしき）氏の講演会。参加費無料。
　　　　時間：午後4時30分～　　場所：普代村自然休養村管理センター　　


